
   

広
島
県
手
話
言
語
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 
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広
島
県
手
話
言
語
条
例 

手
話
言
語
は
、
手
の
形
、
位
置
及
び
動
き
並
び
に
顔
の
表
情
を
活
用
し
て
視
覚
的
に
表
現
す
る
、
音
声

言
語
と
は
異
な
る
独
自
の
体
系
を
有
す
る
言
語
で
あ
る
。 

我
が
国
の
手
話
言
語
は
、
過
去
か
ら
ろ
う
者
の
生
き
る
権
利
と
し
て
ろ
う
者
等
の
間
で
大
切
に
受
け
継

が
れ
発
展
し
て
き
た
が
、
明
治
十
三
年
に
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
国
際
ろ
う
教
育
会

議
に
お
い
て
、
口
話
法
で
教
え
る
こ
と
の
決
議
が
な
さ
れ
、
手
話
は
否
定
さ
れ
た
。 

我
が
国
に
お
い
て
も
、
ろ
う
教
育
で
は
読
唇
及
び
発
声
の
訓
練
を
中
心
と
し
た
口
話
法
で
進
め
る
訓
示

が
昭
和
八
年
に
文
部
大
臣
か
ら
な
さ
れ
て
以
来
、
手
話
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
広
島
県
に
お
い
て
も
、
地

域
社
会
で
手
話
と
手
話
を
使
う
ろ
う
者
は
偏
見
を
持
た
れ
た
り
、
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
苦

難
が
続
き
、
ろ
う
者
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
広
島
県
は
、
昭
和
二
十
年
の
被
爆
に
よ
り
、

大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
ろ
う
者
等
は
、
そ
の
経
験
を
手
話
で
語
り
継
ぎ
、
手
話
を
大
切
に
受
け
継
い

で
き
た
。 

そ
の
後
、
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
平
成
二
十
六
年
条
約
第
一
号
）
に
お
い
て
、
言
語
は
音
声

言
語
及
び
手
話
そ
の
他
の
形
態
の
非
音
声
言
語
を
い
う
と
さ
れ
、
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

第
八
十
四
号
）
に
お
い
て
も
、
言
語
に
は
手
話
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
今
な
お
手
話

言
語
が
言
語
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。 

手
話
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
八
号
）
に
お
い
て
、
手
話
が
こ

れ
を
使
用
す
る
者
に
と
っ
て
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
上
で
言
語
そ
の
他
の
重
要
な
意
思
疎
通
の

た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
手
話
の
習
得
及
び
使
用
に
関
す
る
施
策
、
手
話
文
化
の
保
存
、
継
承

及
び
発
展
に
関
す
る
施
策
並
び
に
手
話
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
の
増
進
を
図
る
た
め
の
施
策
（
以

下
「
手
話
に
関
す
る
施
策
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
手
話
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
、
手
話
言
語
が
音
声
言
語
と
は
異
な
る
独
自
の
体
系
を
有
す
る
言
語
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
理
解
及
び
手
話
の
習
得
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
手
話
に
関
す
る
施
策
を
推
進
し
、
全

て
の
県
民
が
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
互
に
人
格
及
び
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共
生
す
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
手
話
言
語
が
言
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
手
話
言
語
の
認
識
の
普
及
及
び

手
話
の
習
得
の
機
会
の
確
保
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
手
話
言
語
を
必
要
と
す
る



者
及
び
手
話
言
語
を
必
要
と
す
る
者
と
共
に
生
活
し
、
学
び
、
又
は
働
く
者
の
手
話
の
習
得
を
促
進
し
、

も
っ
て
県
民
が
よ
り
多
く
の
機
会
で
手
話
を
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。 

（
基
本
理
念
） 

第
二
条 

手
話
言
語
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
手
話
の
普
及
は
、
手
話
言
語
が
独
自
の
文
法
を
持
つ
一

つ
の
言
語
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
ろ
う
者
等
の
間
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
的
所
産
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
下
、
県
民
が
相
互
に
人
格
及
び
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
手
話
言
語
を
必
要
と
す
る
者

の
手
話
の
使
用
及
び
習
得
の
機
会
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
手
話
言
語
の
認
識
） 

第
三
条 

県
は
、
県
民
に
対
し
、
手
話
言
語
が
言
語
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
啓
発
を
行
う
も
の

と
す
る
。 

２ 

県
は
、
手
話
言
語
に
関
す
る
文
化
の
保
存
、
継
承
及
び
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。 

３ 

県
民
は
、
手
話
言
語
を
言
語
と
し
て
認
識
し
、
手
話
を
使
う
権
利
を
尊
重
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。 

（
手
話
の
習
得
の
機
会
の
確
保
） 

第
四
条 

県
は
、
市
町
、
障
害
者
、
関
係
団
体
等
と
協
力
し
て
、
手
話
言
語
を
必
要
と
す
る
者
が
乳
幼
児

期
か
ら
そ
の
家
族
と
共
に
手
話
を
習
得
で
き
る
機
会
の
確
保
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
学
校
に
対
す
る
手
話
の
習
得
の
機
会
の
確
保
へ
の
支
援
） 

第
五
条 

県
は
、
手
話
言
語
を
必
要
と
す
る
者
が
在
学
す
る
学
校
に
対
し
、
手
話
言
語
を
必
要
と
す
る
者

等
が
手
話
を
習
得
で
き
る
機
会
の
確
保
を
図
る
た
め
の
情
報
の
提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要

な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
事
業
者
に
対
す
る
手
話
の
習
得
の
機
会
の
確
保
へ
の
支
援
） 

第
六
条 

県
は
、
手
話
言
語
を
必
要
と
す
る
者
が
勤
務
又
は
勤
務
を
予
定
す
る
事
業
者
に
対
し
、
手
話
言

語
を
必
要
と
す
る
者
及
び
手
話
言
語
を
必
要
と
す
る
者
と
共
に
働
く
者
が
手
話
を
習
得
で
き
る
機
会
の

確
保
を
図
る
た
め
の
情
報
の
提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
推
進
体
制
） 

第
七
条 

県
は
、
施
策
の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
手
話
言
語
の
認
識
の
普
及
及
び
手
話
の
習

得
の
機
会
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
県
、
市
町
、
障
害
者
、
関
係
団
体
及

び
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
が
意
見
を
交
換
し
、
及
び
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
推
進
体
制
を

整
備
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
財
政
上
の
措
置
） 

第
八
条 

県
は
、
手
話
言
語
の
認
識
の
普
及
及
び
手
話
の
習
得
の
機
会
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す

る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 


